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はじめに 

 

今 、私 た ち は グ ロ ー バ リゼ ー シ ョン の 進 展 や 環 境 問 題 へ の 対 応 な ど 、地 球 規 模 の 大 き な 変 化 の 渦

の 中 に い ま す 。特 に 環 日 本 海 経 済 圏 1の 急 速 な 発 展 は 、物 流 が こ れ ま で の 太 平 洋 側 中 心 か ら 日 本 海

側 へ とシ フ トす る 可 能 性 を 示 して お り、日 本 海 沿 岸 地 域 の 重 要 性 が 増 す ことが 予 想 され ま す 。 

一 方 国 内 で も 、道 州 制 導 入 の 議 論 な ど に 象 徴 さ れ る よ うに 、今 後 の 国 土 構 造 や 広 域 自 治 体 の 姿 を

模 索 して い る状 態 で 、転 換 期 に あ る と言 え ま す 。 

本 市 を 取 り巻 く状 況 も、平 成 26年 度 （2014年 度 ）の 北 陸 新 幹 線 開 業 に より高 速 交 通 体 系 が 大 き く変

化 しようとして い ま す 。さらに 、これ に 先 駆 け て 平 成 23 年 度 （2011 年 度 ）に は 、茨 城 県 ひ た ち な か 市 の

常 陸 那 珂 港 か ら 群 馬 県 高 崎 市 ま で の 北 関 東 自 動 車 道 2が 全 線 開 通 し 、上 信 越 自 動 車 道 3と 結 ば れ る

予 定 で 、これ に より北 関 東 地 域 との 関 係 も強 ま りま す 。 

この よ うに 様 々 な 状 況 が 大 き く変 化 し よ うとし て い る 今 、海 陸 交 通 の 結 節 性 、交 通 ネ ットワ ー クや ラ イ

フ ラ イ ン の 要 衝 とし て の 本 市 の 特 徴 や 優 位 性 を い か し 拠 点 性 を 高 め る ことに よ っ て 、高 速 交 通 網 整 備

に よる ス トロー 現 象 4等 を 防 ぐ戦 略 が 特 に 重 要 とな っ て い ま す 。 

ま た 、直 江 津 港 の 拠 点 化 に よ っ て 新 潟 市 ― 富 山 ・金 沢 市 等 を 含 む 日 本 海 沿 岸 の ラ イ ン と常 陸 那 珂

港 ― 直 江 津 港 ― 環 日 本 海 経 済 圏 とを 結 ぶ ライン で 十 字 に 交 差 す る 軸 も形 成 され 、直 江 津 港 は そ の 中

心 とな りま す 。 

環 境 の 視 点 か らも、積 極 的 に モ ー ダ ル シ フ ト5へ の 取 組 が 推 進 され て お り、直 江 津 港 を い か した ま ち

づ くりの 視 点 が 今 、必 要 とな っ て い ま す 。 

本 調 査 研 究 は 、直 江 津 港 の ポ テ ン シ ャル を 広 域 的 な 視 点 か ら把 握 す る ことに よっ て 、直 江 津 港 を い

か した ま ち づ くりに 向 け た 政 策 形 成 を 行 うことを 目 的 とし、初 年 度 として 平 成 19年 度 は 、現 状 の 確 認 等

主 に 基 礎 調 査 を 行 っ た もの で す 。 

本 報 告 書 が 、直 江 津 港 を い か し た ま ち づ くりに 向 け た 基 礎 資 料 とな る と同 時 に 、課 題 や そ の 解 決 に

向 け て の 基 本 的 な 方 向 性 の 共 有 に 資 す るもの とな る ことを 願 うもの で す 。  

                                                  
1 本 報 告 書 で は 、主 に 日 本 、中 国 、韓 国 、台 湾 及 び 沿 海 地 方 な ど隣 接 す るロシ ア の 極 東 地 域 等 を指 し、広 義 の 意 味 で
の 「環 日 本 海 経 済 圏 」の 用 語 を用 い ることとす る。現 在 、主 に これ らの 地 域 を 示 す 用 語 として は 、東 ア ジ ア や 北 東 ア ジ ア
等 の 用 語 も用 い られ て い る。 
2 常 陸 那 珂 港 IC か らひ た ち な か IC 間 は 常 陸 那 珂 有 料 道 路  
3 高 崎 JCT か ら藤 岡 JCT 間 は 関 越 自 動 車 道  
4 交 通 基 盤 整 備 の 結 果 、沿 線 の 大 都 市 に 人 や お 金 が 吸 収 され て しまうこと。 
5 トラックに よる幹 線 貨 物 輸 送 を、地 球 に 優 しく、大 量 輸 送 が 可 能 な 海 運 ま た は 鉄 道 に 転 換 す ること。 



な お 、本 調 査 研 究 は 高 崎 経 済 大 学 地 域 政 策 学 部  戸 所 隆 教 授 （研 究 代 表 者 ）が 文 部 科 学 省 科 学

研 究 費 補 助 金 の 交 付 を 受 け 実 施 し て い る 「環 日 本 海 経 済 圏 の 発 展 と道 州 制 を 見 据 え た 港 湾 政 策 と国

土 構 造 の 再 構 築 」研 究 （基 盤 研 究 （Ｃ）課 題 番 号 19520681）と、研 究 協 力 を 行 い な が ら実 施 した もの で

す 。 

最 後 に 、本 調 査 研 究 に あ た り多 くの 方 々 よ りご 助 力 を 頂 き ま した が 、特 に 常 陸 那 珂 港 調 査 で お 世 話

に な りま し た 茨 城 県 常 陸 那 珂 港 湾 事 務 所 の 菊 地 所 長 様 始 め 職 員 の 皆 様 、ひ た ち な か 市 企 画 部 企 画

調 整 課 の 村 上 課 長 様 始 め 職 員 の 皆 様 、（財 ）公 園 緑 地 管 理 財 団 ひ た ち 公 園 管 理 セ ン タ ー の 小 室 管

理 セ ン タ ー 長 様 始 め 職 員 の 皆 様 並 び に プ サ ン 港 調 査 で お 世 話 に な りま し た 釜 山 港 湾 公 社 の 李 社 長

様 、金 副 社 長 様 、趙 マ ー ケ テ ィ ン グ チ ー ム 課 長 補 佐 様 及 び 陳 日 本 代 表 部 代 表 様 始 め 職 員 の 皆 様 、

三 井 物 産 ㈱ 谷 口 様 、近 田 様 及 び 韓 国 MCCロジ ス テ ィクス ㈱ の 皆 様 、BIDC・Japan㈱ の 清 野 東 京 支 社 長

様 始 め 社 員 の 皆 様 に は 、この 場 を 借 りて 深 く感 謝 申 し上 げ ま す 。 
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平成19年度の調査研究の概要 

 

 

1 調査研究の目的 

 

経 済 の グ ロ ー バ ル 化 、国 民 活 動 の ボ ー ダ レ ス 化 、環 境 問 題 の 深 刻 化 な ど 、地 球 規 模 の 大 き な 変

化 が 現 在 進 ん で い る 。 

特 に 、日 本 の 貿 易 構 造 は 近 年 急 速 に 変 化 し て お り、平 成 18 年 （2006 年 ）の 日 本 の 輸 出 入 総 額

に 占 め る ア メリカ の シ ェ ア は 17.5％ に ま で 落 ち 込 む 一 方 、ア ジ ア 地 域 は 45.7％ を 占 め る ま で に な っ

た 。ま た 、平 成 7 年 （1995 年 ）か ら 平 成 16 年 （2004 年 ）ま で の 外 航 コ ン テ ナ 取 扱 量 の 年 平 均 伸 び 率

は 、日 本 全 体 で 4.6％ で あ る の に 対 し 、日 本 海 沿 岸 港 の そ れ は 13.4％ と 全 国 平 均 を 上 回 っ て い る 。 

こ の 貿 易 構 造 の 変 化 は 、物 流 が こ れ ま で の 太 平 洋 側 中 心 か ら 日 本 海 側 へ と シ フ トす る 可 能 性 を

示 し て お り、日 本 海 沿 岸 地 域 の 重 要 性 が 増 す こ と が 予 想 さ れ る 。 

一 方 国 内 で は 、平 成 の 大 合 併 で 平 成 11 年 （1999 年 ）に 3,232 あ っ た 市 町 村 数 は 、平 成 20 年

（2008 年 ）に は 1,793 に な っ た 6。こ の 市 町 村 合 併 に よ る 基 礎 自 治 体 の 再 編 ・体 力 の 強 化 と 地 方 分

権 の 一 層 の 推 進 は 、道 州 制 導 入 の 議 論 等 へ と つ な が る こ と と な っ た 。 

こ の よ うに 、 現 在 、 国 全 体 で 今 後 の 国 土 構 造 や 広 域 自 治 体 の 姿 を 模 索 し て い る 状 態 で 、 時 代 の

転 換 期 に あ る と 言 え る 。 

そ の よ うな 中 、本 市 を 取 り巻 く状 況 も 平 成 26 年 度 （2014 年 度 ）の 北 陸 新 幹 線 開 業 に よ り高 速 交 通

体 系 が 大 き く変 化 し よ うと し て い る 。さ ら に 、こ れ に 先 駆 け て 平 成 23 年 度 （2011 年 度 ）に は 、茨 城 県

ひ た ち な か 市 の 常 陸 那 珂 港 か ら 群 馬 県 高 崎 市 ま で の 北 関 東 自 動 車 道 が 全 線 開 通 し 、上 信 越 自 動

車 道 と 結 ば れ る 予 定 で 、こ れ に よ り北 関 東 地 域 と の 関 係 も 強 ま る 。 

こ の よ うに 様 々 な 状 況 が 大 き く変 化 し よ うと し て い る 今 、海 陸 交 通 の 結 節 性 、交 通 ネ ッ トワ ー ク や ラ

イ フ ラ イ ン の 要 衝 と し て の 本 市 の 特 徴 や 優 位 性 を い か し 拠 点 性 を 高 め る こ と に よ っ て 、 高 速 交 通 網

整 備 に よ る ス トロ ー 現 象 等 を 防 ぐ 戦 略 が 特 に 重 要 と な っ て い る 。 

ま た 、直 江 津 港 の 拠 点 化 に よ っ て 新 潟 市 ― 富 山 ・金 沢 市 等 を 含 む 日 本 海 沿 岸 の ラ イ ン と 常 陸 那

珂 港 ― 直 江 津 港 ― 環 日 本 海 経 済 圏 と を 結 ぶ ラ イ ン で 十 字 に 交 差 す る 軸 も 形 成 さ れ 、 直 江 津 港 は

そ の 中 心 と な る 。 

環 境 面 か ら も 積 極 的 に モ ー ダ ル シ フ ト へ の 取 組 が 推 進 さ れ て お り 、 そ の よ う な こ と か ら も 直 江 津

港 を い か し た ま ち づ くりの 視 点 が 今 、必 要 と な っ て い る 。 

そ こ で 本 研 究 は 、直 江 津 港 を い か し た ま ち づ くりに 向 け た 政 策 形 成 を 行 うこ と を 目 的 と し て 実 施 し

た 。 

 

                                                  
6 平 成 20 年 （2008 年 ）3 月 31 日 現 在  



平 成 19 年 度 は 、調 査 の 初 年 度 と し て 各 種 デ ー タ 収 集 、文 献 調 査 、直 江 津 港 の 現 地 調 査 に 加 え 、

北 関 東 自 動 車 道 の 全 線 開 通 を 見 据 え て 茨 城 県 常 陸 那 珂 港 の 現 地 調 査 を 実 施 し た 。 

ま た 、 急 速 な 発 展 を 続 け る 環 日 本 海 経 済 圏 と の 関 係 か ら 、 直 江 津 港 と 定 期 コ ン テ ナ 航 路 に よ り

結 ば れ る 韓 国 プ サ ン 港 に つ い て も 現 地 調 査 を 行 っ た 。 

平 成 20 年 度 以 降 も 引 き 続 き 調 査 研 究 を 継 続 す る 予 定 で あ り、平 成 19 年 度 の 調 査 結 果 に よ り得

ら れ た デ ー タ や 抽 出 さ れ た 課 題 等 を 、平 成 20 年 度 以 降 の 調 査 研 究 に 反 映 さ せ る も の と す る 。 

 

2 平成 19 年度調査研究期間 

平 成 19 年 5 月 ～ 平 成 20 年 3 月 （11 か 月 ）  

 

3 現地調査等実施日 

①  直 江 津 港 … … … … … … … … … … … … … … 随 時  

②  常 陸 那 珂 港 （茨 城 県 ひ た ち な か 市 ）… … … 平 成 19 年 10 月 18 日 （木 ）～ 19 日 （金 ） 

③  プ サ ン 港 （大 韓 民 国 プ サ ン 市 ） … … … … … 平 成 19 年 12 月 13 日 （木 ）～ 16 日 （日 ） 

④  「釜 山 港 セ ミナ ー  IN  N IIG ATA」へ の 参 加 … 平 成 19 年 11 月 14 日 （水 ） 新 潟 市 に て 開 催  

 

4 調査研究体制 

本 調 査 研 究 は 、高 崎 経 済 大 学 地 域 政 策 学 部  戸 所 隆 教 授 （研 究 代 表 者 ）及 び 鳥 取 大 学 地 域 学

部  山 下 博 樹 准 教 授 （研 究 分 担 者 ）が 文 部 科 学 省 科 学 研 究 費 補 助 金 の 交 付 を 受 け 実 施 し て い る

「環 日 本 海 経 済 圏 の 発 展 と 道 州 制 を 見 据 え た 港 湾 政 策 と 国 土 構 造 の 再 構 築 」研 究 （基 盤 研 究 （Ｃ ）

課 題 番 号 19520681・平 成 19 年 度 ～ 平 成 21 年 度 の 3 か 年 で 実 施 予 定 ）と 、研 究 協 力 を 行 い な が ら

実 施 し た も の で あ る 。 

（※ 戸 所 教 授 は 、平 成 18 年 度 よ り本 研 究 所 所 長 ） 

 

図 1 調査研究体制 
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